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事業区分 経常研究（応用） 研究期間 令和２年度～令和５年度 評価区分 事後評価

研究テーマ名

（副題）
気候変動に左右されない輪ギクの周年安定生産に向けた栽培技術の確立

（ 輪ギク農家の所得向上に向けた周年統合環境制御技術の確立           ）

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター 花き・生物工学研究室 久村麻子

＜県総合計画等での位置づけ＞

長崎県総合計画

チャレンジ 2020

基本戦略８ 元気で豊かな農林水産業を育てる
(３)農林業の収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化
①品目別戦略の再構築

新ながさき農林業・農山村活性化
計画

基本目標Ⅰ 収益性向上に向けた生産・流通・販売対策の強化
Ⅰ－１品目別戦略の再構築

⑤活力ある「ながさきの花」100 億達成プランの推進

１ 研究の概要

研究内容(100 文字)

秋輪ギク「神馬」の環境制御技術の確立および夏秋輪ギク「精の一世」の栽培技術の確立により、単位面

積当たりの出荷量を増加させるとともに、各作型の栽培期間の安定化を図り、年間3.5作の作付けが可能

な栽培体系を確立する。

研究項目

①秋輪ギク「神馬」の統合環境制御による安定生産技術の確立

②夏秋輪ギク「精の一世」の統合環境制御による安定生産技術の確立

③輪ギクの周年安定生産技術の確立

２ 研究の必要性

１） 社会的・経済的背景及びニーズ

輪ギクは葬儀や仏花として年間通して堅調な需要があり、全国の切り花出荷本数のうち約4割を占めてい

る。本県でも花き生産の中で最も生産額が高い主要品目であり、出荷本数は全国第 4 位である。しかし、近

年の異常気象により、高品質な切り花を安定的に生産することが非常に困難となってきている。

秋から春にかけて栽培する秋輪ギクの主要品種「神馬」は、低温・寡日照による開花遅延、品質低下が問

題となる。生産現場では、これらを解決するために統合環境制御技術が導入され始めているが、キクにおけ

る環境制御技術の導入・試験事例が少なく、適切な管理方法が不明であるため、効果の高い環境制御技術

の確立が求められている。

また、夏秋輪ギクの主要品種である「精の一世」は、高温や多湿により開花遅延、奇形花、立枯れ症が発

生し、出荷率の低下による所得減が問題となっている。しかし現在までに有効な手立てがなく、対策技術の

確立が強く求められている。

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性

愛知県、鹿児島県、栃木県等で炭酸ガス施用による秋冬期の品質向上効果試験が行われているが、かん

水量や温度処理との組み合わせによる統合環境制御技術の試験研究は行われていない。また、「精の一

世」の立枯れ症等による出荷率低下は全国的な課題となっており、愛知県、福岡県、佐賀県等がかん水方法

や遮光、夜間冷房による対策技術の研究を行っているが、統合環境制御技術の検討は行われていない。

３ 効率性（研究項目と内容・方法）

研究

項目
研究内容・方法 活動指標

R
2

R
3

R
4

R
5

単位

①

品質および収量を最大限とする炭酸

ガス施用方法、温度処理方法、AI か

ん水方法、栽植密度の検討

炭酸ガス施用方法
目標 ２

検討数
実績 ２

温度処理
目標 ３

処理区数
実績 ３

AI かん水技術
目標 ２ １

検討数
実績 １ ２ １

栽植密度
目標 ３

処理区数
実績 ３

②
高温期における降温処理技術およ

び AI かん水技術の検討

送風処理および炭酸

ガス施用効果検討

目標 ２
検討数

実績 １ １

降温処理技術検討
目標 ３

処理区数
実績 ３

AI かん水技術 目標 ２ 検討数



実績 ２

③
年間３.５回転作付け可能な栽培体系

の実証
実証試験

目標 ２
実証圃数

実績 ２

１） 参加研究機関等の役割分担

当センターで周年通しての統合環境制御技術の検証を行いつつ、迅速な普及を図るため、花き振興協議会

キク部会、農産園芸課技術普及班、各振興局等と連携を図り、研修会や勉強会の開催と、現地実証を行う。

２） 予算

研究予算
（千円）

計
（千円）

人件費
（千円）

研究費
（千円）

財源
国庫 県債 その他 一財

全体予算 40,791 30,926 9,865 3,720 6,145
2 年度 10,513 7,824 2,689 970 1,719
3 年度 10,323 7,790 2,533 900 1,633
4 年度 9,562 7,653 1,909 850 1,059
5 年度 10,393 7,659 2,734 1,000 1,734

※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案
※ 人件費は県職員人件費の単価とする

（研究開発の途中で見直した事項）

現地からの要望により、AI かん水に先駆けて令和２年度に日射比例かん水の試験を実施したところ、輪ギクお

ける日射比例かん水の有効性が明らかとなったため、早期の現地普及に向け令和３年度に日射比例かん水技

術の確立を行った。AI かん水については、設定した目標水分値よりも高く推移したため、令和４年度に引き続き

再現試験を行う。

４ 有効性

研究

項目
成果指標 目標 実績

R
2

R
3

R
4

R
5

得られる成果の補足説明等

①
秋輪ギク「神馬」の統合
環境制御技術の確立

１ １ １
栽培期間短縮（現状：110 日→目標：95 日以内）
出荷本数向上効果（現状：38,250 本→目標：47,000 本
/10a）

②

夏秋輪ギク「精の一世」
の統合環境制御技術
の確立

１ １ １
栽培期間短縮（現状：110 日→目標：95 日以内）
出荷率向上効果（目標：出荷率９割）

③ 周年生産技術の確立 １ １ １ 年間作付け数の増加（現状3 回転→目標：3.5 回転）

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性

他県公設試において秋輪ギクへの炭酸ガス施用の効果については報告されているが、温度やかん水の

検討はなされていない。統合環境制御技術はハウス内環境を総合的に管理することにより収量・品質を高め

ることが可能となる技術であり、AI を活用したかん水技術、夏場の統合環境制御技術は他公設試での試験

事例はなく、新規性、優位性が高い。

２）成果の普及

■研究の成果

   ①秋輪ギク「神馬」の統合環境制御技術の確立

かん水技術：AI かん水と日射比例かん水とでは、切り花品質が同等であり、日射比例かん水を行うこと

で、かん水作業の削減、草丈伸長促進、２L 率向上が可能である。

栽培期間短縮技術：日中の管理温度を高めることにより、草丈と葉数の生育が早まり、炭酸ガス施用と

日射比例かん水を組み合わせることによって切り花品質（草丈、重量）を維持したまま栽培期間を

短縮することが可能である。

密植技術：２L 率向上に効果のある炭酸ガス施用および日射比例潅水を組み合わせることにより、栽植

密度を１割増加させても高い商品花率を維持でき、慣行の栽植密度（150 本/坪）よりも出荷本数が

増加する。

   ②夏秋輪ギク「精の一世」の統合環境制御技術の確立

炭酸ガス施用技術：炭酸ガス施用を行うと、開花遅延せず、切り花長が長くなり上位階級の切り花が増

加する、重量が重くなりロス率が低下する、根張りが良くなる。

降温技術：栄養成長期間に遮光を行うと、草丈伸長効果がある。

③周年生産技術の確立

3.5 回転が可能な作型を選定し、上記技術を活用することにより、栽培期間を短縮でき、年間 3.5 回転の

作付けが可能となる。また、現地においても、最需要期である 12 月開花作型において、栽培期間 95 日

で十分な切り花品質を確保することができた。



■研究成果の社会・経済・県民等への還元シナリオ

研究成果については、花き振興協議会キク部会や各地域で開催される環境制御技術研修会において成

果報告を行う。また、最終年度には現地実証圃を設置し、振興局等と連携しながら迅速な普及を図る。

■研究成果による社会・経済・県民等への波及効果（経済効果、県民の生活・環境の質の向上、行政施策へ

の貢献等）の見込み

・経済効果

  秋輪ギクの出荷本数増加、夏秋輪ギクの出荷率の向上、年間回転数の向上により、10a 当たりの販売量が

34,768 本/年増加し、それにより販売額は 2,409 千円/10a・年の増加が見込まれる。



別紙２（様式2）                       研究評価の概要

種

類
自己評価 研究評価委員会

事

前

（元年度）

評価結果

(総合評価段階： A )

・必 要 性：A

輪ギクは本県花きの主要品目であるが、異常気象

が続く近年では、周年での安定生産が非常に困難と

なっている。そこで生産現場では統合環境制御技術

の導入が進んでいるが、輪ギクに適した管理方法は

不明であり、安定的に高品質で栽培可能な統合環境

制御技術の確立が強く求められている。

・効 率 性：A

生産現場では既に統合環境制御技術の導入が進ん

でいるため、現場と一体となった研究が可能である。

また、農研機構野菜花き研究部門や各メーカーと連携

し、情報交換を密に行うことにより、効率化を図る。

・有 効 性：A

出荷率や年間作付け数の増加により出荷本数の増

加が図られるとともに、高品質な輪ギクを適期に出荷

することが可能となり、生産者の所得向上、産地の信

頼性の向上に繋がると考えられる。また、本来秋冬期

の技術である統合環境制御技術を、夏期に応用可能

となることで、より一層の導入推進を図ることが可能と

なる。

・総合評価：A

統合環境制御技術は、気象条件に左右されること

なく安定的に生産を行っていくために必要不可欠な技

術であり、他県でも取り組まれていない先進的な試験

研究である。今後本県の輪ギク産地の維持・発展させ

ていく上で非常に重要な研究となる。

（元年度）

評価結果

(総合評価段階： A )

・必 要 性：A

近年の異常気象により周年での安定生産が困難と

なっており、ハウス栽培の統合環境制御技術を確立

する本課題の必要性は高い。

・効 率 性：A

生産現場や農研機構、各メーカーと連携して取り組

むなど効率性は高い。なお、AI かん水技術について

は、難易度は高いと想像されるため、メーカーなど関

係者との綿密な情報交換により、効果的な技術が開

発されるように留意する必要がある。

・有 効 性：A

１０アール当たり出荷本数や販売額、所得の向上が試

算されており、品質向上や出荷本数増加、適期出荷

が可能になることの経営的メリットは大きく、農家の所

得向上につながる有効な研究である。

・総合評価：A

他県に先駆けて行う技術開発であり、天候に左右され

ない安定生産技術の確立は、長崎県の輪ギク産地の

維持・発展に重要な課題である。技術の導入を一部生

産農家が検討し始めていることから、本技術の普及見

込みも高いと判断される。研究過程においてコスト面

も考慮した研究が進めば、普及段階でも更なる進展

が図られると考える。

対応

AIかん水については、メーカー等と情報交換を行いな

がら、効率的に試験研究を実施していきたい。



途

中

（４年度）

評価結果

(総合評価段階： A )

・必 要 性 ： A

輪ギクは本県花きの主要品目であるが、異常気象

が続く近年では、周年での安定生産が非常に困難と

なっている。加えて、コロナの影響による労力不足や

資材高騰により、統合環境制御による高品質・安定生

産・単収増加の重要性がさらに高まっている。生産現

場でも炭酸ガス等の環境制御機器の導入が進んでい

るが、輪ギクに適した管理方法は不明であり、統合環

境制御技術の確立の必要性は高い。

・効 率 性 ： A

生産現場では既に統合環境制御技術の導入が進ん

でいるため、現場と一体となった研究が可能である。

日射比例かん水技術については既に導入・実証が始

まっており、その他の技術についても得られた成果は

随時現地実証を行い、現地データを収集しながら研究

を進めていくことで、技術の早期普及と精度向上が図

られる。

・有 効 性 ： A

現在効果的な日射比例かん水技術や炭酸ガス施用

技術が確立できており、今後 AI かん水や密植を組み

合わせた実証を行うことにより、安定生産技術として

確立できると見込まれる。本技術の確立により、単収

増加や高品質、適期出荷が可能となり、生産者の所

得向上に繋がると考えられる。さらに、本来秋冬期の

技術である統合環境制御技術を、夏期に応用可能と

なることで、より一層の導入推進を図ることが可能と

なる

・総合評価 ： A

統合環境制御技術は、気象条件に左右されること

なく安定的に生産を行っていくため、また、現在のキク

産業を取り巻く厳しい状況を打開するために必要不可

欠な技術であり、他県でも取り組まれていない先進的

な試験研究である。また、本研究は今後スマート農業

技術の開発や推進を図っていく上での基礎的な技術

となる重要な研究である。

（４年度）

評価結果

(総合評価段階：A)

・必 要 性：A

近年の異常気象による輪ギクの品質・開花の不安定

化やコロナの影響による労力不足、資材高騰の中、

安定生産の重要性が高まっており、統合環境制御技

術を有効に活用した輪ギクの周年安定生産技術の必

要性は高い。

・効 率 性：A

農林技術開発センターにおける試験データだけでは

なく、関係機関と共に現地実証を行い、現場でのデー

タも収集しながら研究を進めていることから、技術の

早期普及と精度向上を同時に進めており、効率性は

高い。

・有 効 性：A

ハウス内の環境をしっかりモニター制御することで現

状の110日の栽培期間を95 日に短縮させ、出荷本数

の増加、出荷率の向上が可能となるデータが得られ

ているため、本研究による農家の経営改善に有効な

技術と考えられる。また、秋冬期が中心であった統合

環境制御技術のメリットが夏期にも発揮されることか

ら、有効性は高い。

・総合評価：A

本研究により、統合環境制御技術の輪ギクへの有効

利用が実証され、安定生産が可能になることで、輪ギ

ク生産の経営安定、産地の維持・発展が期待される。

既に技術の一部は導入・実証段階にあり、一定の成

果が上がることが見込まれる。本研究の継続は妥当

であり、今後、成果のスムーズな普及が図られる技術

となるよう期待する。

対応

今後は各技術の確立およびそれらを組み合わせた実

証を行っていく。また、引き続き関係機関や県の部会

組織と連携しながら、技術の早期普及を目指す。



事

後

（６年度）

評価結果

(総合評価段階： A )

・必 要 性 ： A

輪ギクは本県花きの主要品目であるが、異常気象

が続く近年では、周年での安定生産が非常に困難と

なっている。加えて、労力不足や資材高騰により、統

合環境制御による高品質・安定生産・単収増加の重要

性がさらに高まっている。生産現場でも炭酸ガス等の

環境制御機器の導入が進んでいるが、輪ギクに適し

た管理方法は不明であり、統合環境制御技術の確立

の必要性は高い。

・効 率 性 ： A

生産現場では既に統合環境制御技術の導入が進

んでいるため、現場と一体となって研究に取り組ん

だ。また、随時花き振興協議会きく部会への成果報告

を行っていることから、生産者は各々が可能な技術か

ら導入を始めており、効率的な技術普及が図られてい

る。

・有 効 性 ： A

既に導入が進んでいる炭酸ガス施用技術に対し、

その効果をより有効にするかん水技術と温度制御技

術を確立した。このことにより、出荷本数の増加と栽

培期間の短縮が図られ、生産者の所得向上に繋がる

ため、有効性は高い。

・総合評価 ： A

温度、炭酸ガス、かん水の制御を効果的に組み合

わせた統合環境制御技術の確立により、悪条件下で

も安定生産が可能な栽培体系が確立できた。本技術

により経営が安定することで、産地の維持、発展に繋

がると考えられる。また、今回得られたデータは、輪

ギクの自動栽培システム開発研究の基礎技術となっ

ており、花きのスマート農業化に繋がる技術となっ

た。

（ ６年度）

評価結果

(総合評価段階：A   )

・必 要 性：A

本県花きの主力品目である輪ギク栽培において、近

年の気候変動下での安定生産が非常に困難になって

おり、その解決のため、炭酸ガス施用技術などの導

入も含めた統合環境制御技術の確立は必要性が高

い。

・効 率 性：A

生産現場では、炭酸ガス発生装置や日射比例灌水

装置の導入が進みつつあり、生産現場と一体となって

情報共有もタイムリーに行いつつ試験を遂行し、開発

技術の精度向上が図られていることから、効率性が

高い。

・有 効 性：S

本研究により、栽培期間の短縮により年間 3.5 回転の

作付けを可能とし、輪ギクの周年での安定生産と収益

向上が見込まれる。また、日射比例潅水装置は既存

施設での導入が可能であり、今後の普及が期待でき

ることから、有効性は高い。

・総合評価：A

本研究は、気候変動の影響を軽減するための重要な

技術を確立しており、今後の農業生産の安定化に大

きく貢献する。また、一部の経営体では環境制御装置

等の導入が進んでいるが、本研究の成果によりさら

に機器等の導入が進み、生産者の所得向上、産地維

持拡大への寄与も期待できる。

対応

生産者の経営安定、所得向上に向け、関係機関と連

携しながら、開発した統合環境制御技術を基礎とし、

さらに発展させたスマート農業技術の開発を進めると

ともに、本研究で開発した技術の産地への導入推進

を図ってまいります。


